
緑化検討委員会

設 立 趣 意 書

国土交通省では、安全で円滑かつ快適な道路交通を確保するため効果的な維持

修繕や日常的な点検管理に努めている。

関東地方整備局横浜国道工事事務所が管理する、一般国道１号の藤沢市から小

田原市にある松並木は、約４００年前の街道改修時に植栽され、幕府や藩主によ

り厳しい管理のもと立ち枯れしたものは、村々毎に植替えられるなど大切に育成

されてきている。

しかし、近年高樹齢化（幹周＝ ～ ㎝）等のため風による枝の落下や台100 350

風による倒木が報告されるなど道路交通への影響が顕在化しており、その保全と

将来的な景観を考慮した計画的な管理手法の検討が課題となっている。

本委員会は、上記課題にたいして、一般国道１号の藤沢市から小田原市に生育

する「東海道松並木」のクロマツを対象に一般道路利用者の安全、沿道環境を考

慮した効果的な維持管理手法の検討を行うことを目的とする。
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 本委員会は、国土交通省関東地方整備局横浜国道工事事務所が管理している一般国道１号

の東京都大田区多摩川地先から神奈川県足柄郡箱根町地先の管理延長（横浜新道、箱根新道、

西湘バイパス等をのぞく）77.0ｋｍのうち、特にクロマツが集中している藤沢市城南から小

田原市酒匂の約 26.7km を対象に、現況の道路用地内で改善が可能な、一般国道利用者への

安全、沿道環境および道路交通への影響を考慮した維持管理手法の検討を行うことを目的と

して実施する。 

 

 

２－１ 対象範囲 

 自)神奈川県藤沢市城南 1 丁目地先（54.000km） 

 至)神奈川県小田原市酒匂 5 丁目地先（80.700km） 

 

 本委員会の対象範囲を図－２．１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２．１ 国道一号対象範囲概略図 
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１．検討委員会実施方針 

２．検討対象 
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２－２ 対象樹木 

 検討対象範囲とするクロマツは 730 本（平成 14 年 3 月現在）であり、茅ヶ崎、大磯町、

小田原市に残る歴史的に古いと見られる並木や近年植栽されたものでまで樹齢的には様々

なクロマツが生育している状況を写真－２．１～５に示す。 

 

【歴史的に古いと見られるクロマツ並木】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近年植栽されたクロマツ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２．１ 茅ヶ崎高校前（茅ヶ崎市） 

写真－２．３ 酒匂小学校前（小田原市） 

写真－２．５ サティ付近（茅ヶ崎市） 写真－２．４ 羽鳥交番付近下り（茅ヶ崎市） 

写真－２．２ 大磯中学校前（大磯町） 
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２－３ 委員会の流れ 

 委員会の流れを図－２．２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 13～14 年度調査成果 
・東海道クロマツの歴史 

・東海道クロマツの生育状況 

・街路樹維持管理事例 

・道路構造令とクロマツの関係 

・地下埋設物とクロマツの関係 

・道路相談とクロマツの関係 

・風速と倒木等の関係 

第 1 回委員会資料 
・検討委員会実施方針 

・現況報告 

・維持管理暫定方針（案）の検討項目 

 

維持管理の問題点に関する対策の検討 
・維持管理対策の方向性検討（方針検討） 
・維持管理の技術検討（技術検討） 
・クロマツ植栽の改善策 

維持管理方針の検討 
・検討対象区間の維持管理整理 
・維持管理方針(案)の整理 
・維持管理の進め方整理 
・維持管理方針(案)取りまとめ 
 

維持管理方針作成 

第 1 回委員会 

第 2 回委員会 

第 3 回委員会 

図－２．２ 検討委員会の流れ 

・・・１０月１１日 

・・・１２月上旬 

・・・１月中旬 


